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抄 録

○ 血 管 外 膜 に 於 け る神 經 叢 の 分 布(動 脉 管 周 圍 の 交 感 神 經 摘 出術 な る問 題 に就 て).

Semeon Ljetnik, Die Verteilung der Nervengeflechte in der Adventitia der Gefasse(Zur Frage der periarteriellen

 Sympathektomie). (Anatomischer Anzeiger.59 Band, Nr. 19-20, 1925.)

著 者はKondratjeff氏 の神經組織の特殊染色法な應用 して極めて細かき神經纎維なも追跡すろことな得て次の

如 き事實な確定すろことな得た り.即 ち

1.血 管 に至 ろ神經は腦脊髓神經 と共に又交感神經索 よりも至 ろものなり.

2.是 等の血管に至ろ神經は互に約2-3cmの 間隔な置きて規則正 しく位置せるものな り.

3.是 等の神經枝は途中血管外膜周圍(Periadventitia)に 多數の側枝を出し共の側枝は血管外膜周圍に於て不規

則なろ神經網な作りニの網と血管外膜(Adventitia)の 神經叢と互に吻合せり.

4.血 管外膜にては神經纎維は血管の長經に對 して直角に走 ろ,而 して粗大なろ神經纎維は微細なろ纎維に依

りて互に吻合 して多數の綱な形成す又纎維の交叉點に於ては三角形又は星形の結節な作ろ.

5.靜 脉 血管外膜に於ても亦神經叢及び神經結節な作れども,規 則正しき分岐な見ろこと能はず.

上記の事實に依りて吾人は動脉血管周圍の交感神經摘出術(periarteriellen Sympathektomie)に 際 して起ろ二つ

の重要な ろ問題な解決し得たり.即 ち一言に して云へば

1.動 脉血管周圍の交感神經摘出に當 りては啻に血管外膜のみな らず外膜外圍組織(Periadventitia)も 亦除去せ

ざろベからず.

2.是 等の摘出は少 くとも4-6cm以 上の長 さな通 じて行はざろべか らず.(解 剖,熊 谷抄)

○ 前 庭 中 樞 神 經 中 樞 路 補 遺. I. Yoshida, Ein Beitrag zur Kenotnis der zentralen Vestibularisbahn.

 (Folia Aanatimica Japonica, Bd. II, H. 5-6, 1924.)

Kohnstammの 頸髓牛切斷後に於けろニツスル法な以てせろ研究に依ればダイデルス氏核細胞は切斷側に於て

殆ど全部變化に陷うと云ふ.著 者は先に小腦の各部分破壞後ニツスル研究な爲 し,其 際ダィテルス氏核に多數の

變性細胞な證 し得たうに依 り,若 しKohnstammの 所説の如 くダイテルス氏核細胞が頸髓切斷後殆ど全部變性す

うものとせば同核の一定數の細胞 より起 ろ軸索突起は二分 して一つの枝は 小腦に他の枝は脊髓に至うものな らざ

ろべか らずと考へ實驗に着手せり.即 ちKohnstammに 倣 ひ,家 兎に於て頸髓一半な切斷 し術後11日 之な生體固

定 し,前 額斷連續切片 とな し之にニツスル染法な施 し,前 庭神經終止核領域な檢索せ り,其 の結果得たろ所見は

Kohnstammの ものと殆ど同一な り,著 者は其の所見に基 き次の結論な得た り.

1.ダ イデルス氏核は脊髓及び小腦と聯絡す.

2.同 核細胞の軸索突起は少 くとも一部分は二分 し,一 枝は脊髓に,他 の枝は小腦に行く.

3.故 に同一のノイロンが脊髓 と小腦 とに興奮な傳 ふ.

4,ダ イデルス氏核の腹側部及び聽神經脊髓根灰白質の腦方部は兩側性に脊髓に聯絡す.

5.べ ヒテリウ氏核及び脊髓に軸索突起な送 らず.

6.三 角核は脊髓に軸索突起な送 らず.(解 剖,熊 谷抄)
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○胎 生 的 動 脉 血 管 壁 の厚 さの 變 化 に就 て. Bremer, Johu Lewis, On the variations of wall thickness

 in embryonic Arteries. (Anatomical Record. Vol. 27, Nr. I, 1924.)

諸種 有脊椎動物の動脉血管は年齡に依りて其の筋肉層の厚 さに,著 しき變化な示すものなり.又 血管の彎曲ぜ

ろ場合には,凸 側は凹側 より太 く強きものなるが,こ れ血流のたこめに,よ り強き要求に應ぜざろベか らざうがた

めな らん. Chtysemisの 胎 兒に有 りては動脉管壁は非常に薄 くして一つの弛緩 ろせ嚢な形成す,爲 めに肺毛細血

管が強き壓力な防ぎ得うものな らんと假定し得 るな り.孵 化期に近 き鷄胎兒に於て も其の大動脉は非薄に して内

腔廣 し然れどもそれより分岐 して出ろ血管枝は其の壁厚し.ニ れ前者と同じぐ爲めに生理的利益あろものな らむ

との假定な下 し得 うものなり.(解 剖,熊 谷抄)

○ 實 驗 的 角 膜 軟 化 症 の 原 因 に就 て. G. Marshall Findlay, A Coutribution to the Etiology of Experi

mental Keratomalacea. (The British Journal of Experimental Pathology. Vol. III, Nr. 1, 1921.)

1913年Osborne竝 にMendel氏 等はVitamin A缺 乏食な投與ぜ し鼠の眼に一炎症な惹起 しそれは1866年

Blessig氏 に依り記載 されたろSt. Petersburg市 に於けろ貧民間に流待せし角膜軟化症 と相類似せ ろ事な發見せり

その原因としてはParaocular glandの 分泌に一定の變調な來す結果な らんと想定せ らろ.著 者はこの原因に就て

實驗的に研究 して平均體重40-50g,の 鼠に一定食物(Casein 14g.; Stazch 77g.; Marmite 2g.; Inorganic salt

 mixture 7g.)な 與へ るに數日内に體重な減 じ少な くもその80%は35日 乃至50日 の經過中に角膜軟化症な發生

せり.

A.鼠 の結膜嚢内に細菌な接種 して角膜軟化虚な惹起せ しめ得ろや否や.

細 菌の侵襲は本症な惹起ぜ しむろや否やは疑問の存すろ所なり.健 全なろ眼及び本症な有ぜろ結膜中に存在ぜ

ろ細菌に就てはStephenson竝 にClark(1920)氏 等に依りて既に詳細に研究せ られ,兩 者間に何等差異なき事な

知れ り.然 れども後者に於ては前者に比 し同一菌にて もその毒性強きが如 し.

實驗第一　高度の角膜軟化症に罹れろ3匹 の鼠の結膜嚢 より得たろ菌な直接12匹 の健康に して普通食な投與

ぜろ鼠に接種したうも一の角膜軟牝症なも惹起せざりき.

實驗第二　上記の同一菌な12匹25日 間Vitamin A缺 乏食な投與ぜ ろ鼠の右側結膜嚢内に接種 し,同 時に對照

として同じく12匹 の菌接種な施 とざろ同一食事投與の鼠とな比較すうに角膜軟化症發生に對 しては兩者間に差

異な認めざりき.

B.角 膜軟化症豫防としての"Lysozyme"の 意義に就て.

Fleming(1922)竝 にFleming and Allison (1922)氏 等の最近の研究は人の涙液中には一定の菌に對 して強力な

ろ溶解作用あろな發見し該物質な"Lysozyme"と 稱せ り.そ の作用は"Micrococcus lysodeikticus"に 對 して容

易にその事實な證明ぜ られたり.鼠,「 モルモツト」の涙液は上記の菌に對 し溶解作用な殆ど有せず,こ れに反 し

家兎の涙液竝に血清は これな存す,今3匹 の家兎の實驗に於て角膜軟化症發生に際 し涙液中の"Lysozyme"の

含量は大いに減少寸ろ事な發見せ り.

C.角 膜軟化症豫防としての"Lysozyme"の 應用.

實驗 第一　20匹 の鼠に就てVitamin A缺 乏食な投與 し,内10匹 には稀釋ぜざろ人の涙液な以て日夜洗滌 し,

他 の10匹 は處置な施 さず然うに前者に於ては僅に1匹 に本症な見たうも後者に於ては9匹 の罹患鼠 を發見ぜり.

組織所見は後者に於て結膜の硝子標塑性竝に壞死は前 者に比 し高度なりき.
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實驗第二　上記と同樣の實驗な行ヘり.但 し涙液は70℃ に30分 間熱せり,然 ろに10匹 の鼠に2匹 は罹患 し,

對照は10匹 全部に罹患せ り.

實 驗第三　Locke液 な上記の涙液の代用とせり,然 ろに10匹 中4匹 に本症な見たり.

實 驗第四　生理的食鹽水な前者に代ゆるに10匹 中8匹 迄 も34日 乃至49日 迄に罹患せるな見た り.

D. Paraocular glandの 刺戟に因り角膜軟化症の發生は促進せ らるるや否や.

實驗経一　6匹 の鼠に0.01g. Pilocarpine hydrochlorideな5日 間1日2囘 皮下に注入せり.該 液注射直後に涙液

分泌な高む うも本症な惹起せ ざりき.

實驗第二　6匹 の24日 間Vitamin A缺 乏食投與せろ鼠に上記液の注射な同日間連續ぜ り.初 め,注 射直後には

涙液分泌大いに高まれども4日 後に於ては大いに減量 し同時に結膜の炎症な見, 2, 3日 後 には角膜の溷濁な生ぜ

り.

以上の實驗の緒果 より考察 してParaocular glandの 分泌の變調は角膜軟化症に重大なろ關係な有すろ事な認め

得ベ し. Paraoeular glandの 分泌は結膜に於ける菌に對 し次の方法な以て驅除すうものなろベ し.

1.結 膜嚢 より菌な器械的に洗ひ出す事

2.菌 溶解作用.

3.結 膜の營養な保持すろ事.

涙 液の器械的作用のみな考へ られざろ事は上記のLocke液 竝に生理的食鹽水の例に於て巳に明 らかなる事實な

り.更 にVitamin A缺 乏の結果と して涙液に"Lysozyme"の 含 量な減 じ加ふるに涙液中の無機成分の變化なも

考慮すべきはYudkin(1924)角 氏の實驗により,燐 竝にVitamin Aの 缺乏は後者のみの缺乏 よりも本症な惹起せ し

む る事速かな りと云へ ろより見うも想像され得ベ し.

角 膜軟化症集防に對する"Lysozyme"の 眞價に就ては,こ こに斷定する事困難なれども熱な加へざる涙液が最

も有效に して70℃ に熱せ うもの これに次 ぎ, Locke液 は その效果思は しか らず.

結論:-

Vitamin A缺 乏食はParaocular glandの 分泌に變化な來 しその結果として結膜の硝子樣變性な惹起 し更に該組

織に菌侵襲な伴ふ ものな り.

家兎の涙液 中の"Lysozyme"量 はVitamin A缺 乏の際に減量すうものなり.(病 理,伊 藤抄)

○ 實 驗 的 癌 發 生 の 要 素 と して の 神 經 分 布(Innervation). W. Cramer, Innervation as a factor

 in the experimental production of caercer. (The British Jourual of Experimental Pathology. Vol. VI, No. 2, 1925.)

皮膚 の一局所に於けろInnervationの 有無が癌發生に及ぼす影響な観察せん爲め著者は次の實驗な行へ り.こ

れに關 し三つの相異れ ろ可能性な考慮 し得ベ し.

1. Innervationの 存 在が必要なる要素な らずとせば皮膚の神經な全 く切斷せ ろ部に 「チール」塗布な行ふ際に

は普通の神經分布な受け居 ろ皮膚に於けると同樣に癌發生な見ろべきな り.

2. Innervationの 缺損は癌發生の素因たり得とせんか,然 らば 「デーか」塗布によう實驗的癌發生は神經の存

せざろ皮膚に於て強度に現はるべきなり.

3. Inbervationは 癌發生の誘引たるベき慢性刺戟の際に緊要なろ要素な り,こ の際denervationは 「デール」塗

布によう實驗的癌發生な遲廷又は抑制すベ し.
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實驗.

多數の二十日鼠の背部中央に長 さ約2cm,幅1.5cmの 皮膚片な周圍皮膚竝にその下層組織より全 く分離 したる

後再び同一場所に細き腸線な以て縫合固定す.所 謂自家移植(Autoplast)に して該皮膚片は一時的神經支配 より

除外せ られ しものなり,該 移植の不成功に終 りし際は損傷部は周圍皮膚の増殖により治癒 し移植片に乾燥脱落す

るに至 る,か かるものは除外せり.

以上の方法により自家移植の成功せるもの20匹 な得た り,更 に著者は23匹 の二十 日鼠に一の細長の皮膚瓣な

同じく背部中央に作 り一方僅に母體と接續せる部な除き他に前者と同 じく周圍皮膚竝に下層組織より全 く分離 し

れこる後再び舊位に腸線な以て縫合固定す(Skin-flap)

以 上二種のAutoplast及 びflapの 術後2週 間完全に治癒ぜる時,そ の中央部に1週2囘 「デール」の塗布な行

ふ,竝 に對照として同一動物の項部の普通皮膚上に も同一塗布を行へ り.

以上43匹 中9箇 月の經過の後尚ほ生存ぜるものの内12匹 に腫瘍發生を見, 5匹 は全く陰性に終れ り. 12匹 は

全部對照則ち普通皮膚上に腫瘍な發生せ しものに ひ(5匹 にのみSkin-flap又 にAutoplast上 に發生せ しな見た り

この内1例 に於てのみ對照部に發生前にAutoplast上 に腫瘍の發生心證 し, 3例 は1週2囘70囘 以上の「デール.」

塗布の後初 めてAutoplast上 に腫瘍の出現な發見せ り.

次に移植皮膚に於ける神經再生な考慮せざるベか らす,普 通鼠の如きに於てに術後2乃3至 箇月にして神經の

再生な見るベ し然 る時に該移植部 も普通皮膚 も何等の差異な認めざるに至 るベ し. Meek氏(1911)に 犬猫の腸に

就きてAuerbach氏 神 經叢の再生に神經切斷後少なくも4箇 月以内にては完成ぜ られすとゼ リ,然 れども二十日

鼠にてはより早く治癒すベきものなるベ し.更 に鼠の背部皮膚の部位によりて「テール」塗布に對する感受性な異

にすろ事はJ-A. Mnrray氏 竝 に著者(共 に未發表)に より證明ぜ られたり.

その他著者に臨牀上の實驗その他種々なる考察な述べたるも略す.

以上結論として

皮膚の一局部に於けるInnervationの 缺 損は癌發生に對する素因た らす,こ れに反 し末梢神經の存在は慢性刺

戟の存 する際に癌發生な惹起すべき緊要なる要素なりと結べ り.(病 理,伊 藤抄)

○ 神 經 纎 維 の 炭 酸 瓦 斯 發 生. Parker. G. H., The production of CO2 by nerve. (The Journal of general

 Physiology. Vol. VII, No. 5.)

CO2が 神經纎維 より發生され,神 經纎維の刺戟さる時は増量するものなりとの田代氏の成績はMoore, Bayliss

等の反對ありとて本研究な行ひ しものにして,以 上諸氏の實驗上の缺點な防げる特種の装置な用ゐ,且 炭酸「バリ

ウム」に よる田代氏のBiometerに 鋭敏なれど'も定量用には適ぜすとなし次の如き比色法な應用せり.

即 ち一定濃度の弱重曹水溶液中にPhenolsulphonphthaleinな 加へあるときはCO2が 溶解せばそのPH値 は變

化6(例 之0.0001mol重 曹水溶液10竓 はCO2量0.0106mgr,の 時PH7.36, 00040mgr.の 時PH7.78と た る)

その色調はPH値 に應 じて變化するな以て,逆 に色調 よりPH値 な知 り, PH値 よりCO2量 な算出 し得べきな

利用 して, Phenolsulphonphthaleinな 加へある一定濃度の重曹水溶液中に神 脛より發生す るCO2が 溶解 し得る

樣装置せ る一定容積の硝 子管の色調が同 じくPhenolsulphonphthaleinの 加へあ る二つのPH値 異なれ る標準液の

間な變化するに要する時間な實測 し,單 位時間内の神經よりのCO2量 な計算す るものに して,そ の鋭敏度は田代

氏の0.0001mgr.な るに比 し0.001mgr.な りと.
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實驗成績によれば

1)鮫 の側線神經は初め約半時間は顯著に,次 で徐々にCO2な 發生す.

2)神 經纎維な切るときはCO2發 生著 しくなる.

3)神 經 よりのCO2は 神經中にあ りしCO2の 單純に遁出せ しものに非す して 眞の神經纎維の物質代謝に由り

生す.

4)興 奮ぜざろ神經 よりCO2發 生速度は神經1瓦 に付き1分 間0.0071-0.0128瓱,平 均0.0095瓱 な り(田 代

氏に依れば.蜘 蛛蟹の神經では0.0067瓱,蛙 の神經では0.0055瓱).

5)神 經纎維の刺戟さるる時はCO2の 發生15.8%増 量す.(Moore氏 に依れ,ば増量な く,田 代氏に依れば蜘蛛

蟹 では2倍 乃至3倍,蛙 では3倍 乃至4倍).

以 上の研究成績は神經傳導には化學的變化が存する事を意味すと.(生 理,林 抄)

○ 心 臟 神 經 作 用 の 『ホ ル モ ン』傳 達 問題 に 關 す る研 究. kimio Nakayama, Fortgesetzte Prufung

 der Frage der Hormonale Ubertragung der Herznervenwirkung. (Zeitschrift f. Biologie Bd. 82, Heft 6, 1925.)

心臟 神經作用の傳達が「ホルモン」によると云ふことはLoewiに よりて提唱せ られた.併 しBern大 學生理教室

に於ける多數の實驗及びBohnenkampの 嚴密なる研究は之な否定するに至つた.そ ニでLoewiの 行つたと全 く

同樣の力法で實驗な行つた(只Akzeleransの 作用な絶對に及ぼさぬ爲めにErgotaminな 用 ひた事な除けば).

蛙 心に於て大動脉にStraub氏Kanuleな 挿入 して結び壓力によう機械的刺戟か避 くろ爲め常に巖重に心臟收縮

時に一定の壓な有する0.5ccmの 液に對 して動作することにした.そ して可成切 り詰めた頭部と心臓 と傳導子及

びKanuleよ り成る標本な絶えす酸素な供給せるStraubscher Kammerに 容れて實驗 した, ErgotaminはBaselの

化 學工場か ら得た(酒 石酸「エ ルゴタミン」)な用びた,又 多 く重炭酸曹達な含 まないRinger液 な用ふることとし

た.尚 ほ實驗前毎常迷走神經の亢奮性な調ベ充分な興奮性のあることな確めた.

迷走神經刺戟の持續時間は凡そ1乃 至2分 間のものと, 10乃 至15分 間のものとな採つた,其 結果は

1)Ergotaminに より鼓舞神經の興奮な完全に除外 した状態に置かれた標本では迷走神經刺戟に際 して此藥品

な用ひなかつた場合に於けるよりも一層容易に永續する所の搏動靜止及び收縮力減退作用な呈す.

2)Etgotaminの 使用のみにて殊に液體を取替へる時に多くの例に於て迷走神經刺戟の時に見る樣な搏動數の

減少及び收縮力の減退な見るか ら此藥品な使用 して實驗する時には非常な注意が要る.

3)ErgotaminはRinger液 の表面の性質な變へ機械的の障害な起 し易い.

4)多 數の場合に於てErgotaminな 以て處置した心臟は弱い電流による迷走神經刺戟によりて永續する心靜止

な來す.而 して心臟機能が完全な時で も迷走神經の作用が「ホルモン」で傳達され ろごとな證明しない.

5)全 く稀な例に於ては迷走神經を刺戟 した時期によつて抑制作用の起 るのな觀察 したこが度 々液な取替へて檢

査 した所では之は迷走神經刺戟時期には關係なく單にErgotaminた 用ひた丈で同じ現象の起 る事が解つた.

6)著 しい迷走神經作用な起す爲に非常に強い電流な要 し而 も唯取縮力の減少のみが現るる程作用の減弱 した

心臟では往 々迷走神經刺戟期に於 ける液によつて心臟暇縮力の減少な起すが併 し同様な現象は迷走神經刺戟期以

外に取つた液でも起ろ.

7)本 研 究はLoewiの 所謂迷走神經作用が「ホルモン」によつて傳達されると云ふ説な再び否定 むた ことにな

ると.(生 理,安 武抄)
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○ 蛙 心 のSinus-Hormonに 就 て. L. Haberlandt, Uber ein Sinus-Hormon des Froschherzens.

 (Zeitschrift f. Biologie Bd. 82, Heft 6, 1925.)

此論文の要 旨は次の如 し.

全 く切離せ る心室の搏動な催進増強 し且一旦靜止せるものな して再度其自動な惹起せ しむる處の刺戟物質が蛙

心の靜脉寳に於て形成せ らるることな證せり.

大な る或は中等大の蛙心の房室境界部 より少 しく上方に於て心室な切除 しStraub氏 のKanuleな 通 し一方搏動

しつつある且完全に脱血したるSinusな 空靜脉と共に(多 くは心房 も一緒に)少 量のRinger氏 液 に(約1ccm)浸

漬す,そ れより前豫め全心なRinger氏 液にて灌流 して完全に血液な洗ひ出 したる上暫時Sinusな 同氏液中に浸 し

後約1ccmのRinger氏 液 に浸漬すること5分 乃至15分 間 にて初めて實驗用に供せ り(Sinus Ringerと 稱 ぜり).

此實驗に當りKanuleよ りRinger氏 液 な注入する際力めて少量にし(1/2ccm)其 壓 上昇による器械的刺戟な避け

たり.尚 ほ正常 リンゲル氏液によりても影響する處あるもSinus-Ringerの 如 く作用永續ぜす且後者のそれの如 く

強大な らす時に全 く心機能な靜止也 しむることさへあるによりて區別ぜ らる.搏 動ぜるSinusの 代 りに靜止ぜる

心房の一片なリンゲル液に浸 したるものな以て試み しも作用なかりしと.

86例 に就きて研究せし所に據 ると, 28例 は陰性(32.6%)搏 動數な増せ しもの38例(44.2%)搏 動な強大な らし

めたるもの32例(37.2%)自 動な起 さしめし場合23例(26.7%)な 觀 察せり. Sinus-Ringerに よ り實際描記したる

結果は搏動團の形成(Gruppenbildung)な 示 すもの7例,定 期外收縮(Extrasystole)な 呈せ しもの10例 な數ふ.

其際positivのChronotrope Effekte(搏 動數な増す作用)な 表はせしもの75例, positiv inotrope wirkung(收 縮 力

な増す作用)な67例,搏 動な惹起 したるもの27例 な り.

此Sinus-Ringerの 作用は動物箇々により相違あり,殊 に其陽性に現はれたるものは單に一部分のものに過 ぎす

(總例の2/3).

之がLoewiの 稱 ふろ鼓舞物質(Akzeleranssnbstanz)と 同質のものなりや否や疑問なり,然 れ ど鼓舞神經な刺戟

ぜす してSinusに 鼓舞物質の出ることは考へ られす,尚 ほErgotaminな 以 て交感神經な麻痺せ しめ置きても,よ

くSinus-Ringerの 作用な見るな得.

化 學的性状に就ては未だ充分決定するに至 らざろも追て發表し得 るものと信ず.

Hexingが 刺戟形成部より産出ぜ らるる炭酸が心機能に對するHormonな 作 るには非ろや と疑ひしも氏は果 し

て其時に生する炭酸量が此作用な起すに充分なるや否やな究めざりき.此 事に就きても亦た物質代謝産物たる乳

酸及び水素 「イオン」濃度の上昇等の之に對する關係な調べて全然之等の非難の除外 しSinusに 於て作 らるる刺戟

素は特種の性状な有 し即ち狭義のHormonと して記載せざるベか らすと云ふに歸著せ り.

附録.此 研究發表の後間 もな くJ. Demoorは 犬の右心房の浸出液が兎の心臟の同じ部分に於て搏動な強大頻數

な らしめ自動機能な惹起すると云ふ事な發表ぜり,又 氏は兎のケース.フ ラック氏結節(Keith-Flacksche Knoten)

よりの浸出液はpositiv inotropに 作用 し左心房收縮な來す ことな見出せり.

温 血動物に於ても此成績の一致な見る.(生 理,安 武抄)

○ 直 接 又 は 反 射 性 迷 走 神 經 刺 戟 直後 の家 兎 血 液 中 に於 け る 毛細 管 作 用 物 質 の 瞬 間 的 増

加 の 證 明. R. Brinkman and J. v. d. Velde, Groningen. (Pflugers Arch. f. d. ges, physiol. 207, 492, 1925.)

著者 は迷走神經作用の化學的傅達に飢て實驗せり.迷 走神經な刺戟ぜる家兎の枸櫞酸血液な最大量20ccm第 二

71



766

家兎耳殻靜脉に注射すれば,第 二家兎心臟に於て著明な る迷走神經作用な觀察す.之 に反 し, NaCl 0.2%, NaHCO3

 0.2%, CaCl2.6aq. 0.02%及 びKCI 0.02-0.10%, PH=7.4の リンガー液な同方法に依 り注射せるに,此 「カリウム」

量な5倍 とせ ろ際 も迷走神經作用な少 しも認むるな得ず.之 な以て著者は前實驗に於て認めた る迷走神經作用傳

達は血液中の 「カリウム,イ オン」の増加な以て説明するニと不可能な りとせり.併 し他方に於て近時 「ア ドレナ

リン」「ヒヨリン」等の物質の作用強度は「イオン」の平衡状態に非常に密接なる關係な有すろ事な再三實證せ られ

從つて現今之等の物質の作用強度の比較には其溶液中の「イオン」濃度の詳細なる記載な必要とすることとなれ り

夫故に最好迷走神經作用は「カリウム」の増加と或る有機性物質の協同の場合に現はるるものと謂ひ得 るや も知れ

ず. Asherは 迷 走神經刺戟の傳達は 「カリウム,イ ナン」の増加に基 くものな りと考へたれども之に對 して何等の

證明な し.

曩 にBrinkman及 びVan Damは 蛙心臟大動脉 より流出する鹽類溶液の表面張力は迷走神經刺戟により定型的に

低下せ しめ らるること々觀察せ り.尚 ほ更に生物學的の強き毛細管作用ある物質例へば石鹸類「ヒヨール」酸鹽類,

「ベプトン」等は總て家兎に於て摘出せ る心臟環流竝に靜脉内注射の場合に於て著明なる心搏動の緩徐な來す事は

周知の事實なり.著 者は以上の諸條項な考察 して迷走神經刺戟直後に於けろ毛細管作用性物質の(Capillaraktiver

 Substanzen)含 有量の變化な檢せんとし家兎に於て實驗せり.

麻醉せざる家兎に於て左頸動脉に「カニウレ」挿入,左 迷走神經分離,末 梢な心臟停止に至 るまで3囘 電氣的刺

戟なな し,刺 戟の前及び直後毎囘5ccmの 血液な左動脉 より採取,血 液は自然凝固,遠 心沈澱,採 血後15分 内外

に血清な消毒せる1「 リーデル」の「メスチ リンデル」内に水泡な生ぜざる樣水にて1000倍 に稀釋 し17℃ に於て良

く混和せる後,該 血清の5ccm々 清潔にせる時計皿に取 り,靜 的表面張力(Statische Oberflachenspannung)の 測

定ななせり.

其成績に依れば迷走神經刺戟直後非當に短時間の間血液は1000倍 稀釋度に於ても表面張力な著明に低下せる

な觀察することな得,即 ち此方法に依 り毛細管作用性物質の定型的の増加明かに認め らる,是 は迷走神經刺戟後

10-50秒 持 續 し,夫 より尚ほ輕度の増加續 く如 く見ゆ.

著者は同樣の方法に於て毛細管作用性物質に對する交感神經刺戟の影響な檢せ しに何等の變化な も證明するこ

と能はざりき,

迷走神經は頸部迷造神經の直接電氣的刺戟に依るのみな らず, NH3な 以てする鼻粘膜よりの反射に依 りても刺

戟せ らる.此 方法にては心臟停止は來 らざるもかな り續 く心搏動の緩徐來る.而 して總ての場合第二家兎に傳達

可能な り. NH4OHな 突然呼吸停止するまで1-3囘 嗅 が しめ,其 中耳殼動脉より採血 し,之 な水にて200倍 に

稀釋 し,單 分子層(Monomolekularer Schicht)に 於ける表面性測定な以て檢せ しに,此 成績は電氣的刺戟の場合

と一致せり.

以 上の實驗成績 より著者は迷走神經刺戟直後家兎血液に物理化學的變化の起 ることな結論 し得 と倍 じ,此 變化

は非常に短時間繼續する強き毛細管作用性物質の循環に因るものなりとせ り.但 し此物質の迷走神經物質として

の意義に論及せず,唯 他の生物學的毛細管作用性物質 も心臟に對 し定型的迷走神經作用な示す ことな指摘せ り.

(藥物,西 下抄)
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○ 動 脉 周 圍 交 感 神 經 切 除 術 の 問 題 に就 て. A. Schmidt, Zur Frage der periarteriellen Sympathekto

mie. (Bnins Beitrage fur die Klinische Chirurgie Baod 133, Heft 1, 1925.)

ル リッシュ氏動脉周圍交感神經切除術の學理的基礎に關する諸家見解な略記 し,著 者は四肢に於ける血管收縮神

經の經過に關 し今日迄の解剖學的竝に生理學的見解 と稍々異れ る重大なる見解な懷 き次の動物試驗な行へ り.

I.血 管神經が動脉に沿ひ末梢に至れるな らば其れな確實に離斷する目的な以て,犬 の股動脉に於て外膜な剥

離せず して單に結紮する時の如 く露出し鼠蹊皺壁 より數糎下部な離斷 し直ちに血管縫合に より連結せ り.

II.股 動脉な更に廣 く露出し約3糎 の廣 さに亙り血管周圍 と共に全 く切除 し直ちに血管縫合により中樞端 及び

末梢端な連結せり.

III.股 動脉な周圍組織と共に約4糎 の廣 さに於て其儘とし其上下部に小切開な加へ血管な離斷 し且結紮せり.

而 して第一の試驗に於て,若 し血管神經が大血管外膜中な末梢に向ひ走れ るものとせば,動 脉な圍繞する神經

網は完全に離斷 され血管縫合部より末梢にある神經纎維は變性すベきな り.

第二の試驗に於て,周 圍組織 より血管に至れる神經纎維は絶緑さるベきな り.

第 三試驗に於て,第 一の場合の如 く周圍組織より血管に至 る神經纎維は保存せ られ,血 管神經は此の部の上下

部に於て中絶 さるベ し.

著者は第一の試驗動物は術後8箇 月後,第 二は7箇 月後,第 三は61/2箇 月後臨牀的竝組織學的檢索な施 し次の

結論に到達せ り.而 して著者の檢索所見に對 するウィドホーフ氏の「プレチメモグラフ」試驗に由る實驗的生理的

補遣は甚だ價値あるものなりと説述せ り.

結論1.犬 の股動脉外膜中に於ける交感神經叢の再生機轉檢査の結果交感神經繊維網は血管離斷竝縫合によ

り完全に中絶 されたる後7-8箇 月に して血管周圍組織より再生さる.

2.血 管神經は混合神經より種々なる高さに於て動脉へ,斷 節的(segmentweise)に 進入す.

3.大 血管に沿ひ末梢に經過せる血管神經は證明されず.(酉 川外科,酉 村抄)

○ 胃潰 瘍 に 於 け る謄 嚢 胃 吻 合 術 に就 きて(胃 潰 瘍 治 療 に對 す る-新 手 術 法). Bogoras,

 Uber Cholecysto-gastrostomie bei dem Magenulcus. Eine neue Methode Zur Behaudluug des Mageunleus.(archiv

 fur Klinischen Chirurgie. Heft 1, Bd. 134, 1925.)

消化性潰瘍全數の90%は 胃小灣竝其近傍に生ずる事は既知の事な り, Groedel氏 はそは食物の主として小灣に

存する胃溝に沿ひ下 る爲め機械的温熱的化學的刺戟により起るな りと.此 の胃溝が抵抗減少部 となる事はAschoff

竝共門下生の證明せろ所た り, Lehmann氏 はX線 檢査よりして反つて食物は胃中央部を下 ると結論す,著 者の

實驗も小灣に沿 ひ下降するは寧ろ稀有な る有な認 む, Aschoff氏 は定型的消化性潰瘍は主として胃竝十二指腸の生理

的狭窄の存す部の胃溝に近く生ず と述ぶ, Iatrons氏 は潰瘍好發部位たる小灣竝 十二指腸 上線は他部に比 し血管竝

血管網僅少にして潰瘍に對 し巳に解剖的に素因な有すと述ぶ, L. Hofmann氏 は其に加ふ るに該部は他部より筋

層の發育大なり爲に僅少なる血管は筋收縮による強き壓迫な受け血液の供給な充分にな し得ず尚ほ小灣に胃腺僅

少にして食物消化に與 る事少く且鹽酸の刺戟に習熟せずと云ふ,潰 瘍患者な見 るも其大部過酸症な有する事は亦

看過すベか らず, Szerdukoff氏 の動物實驗に依れば胃液若し中性或は「アルカリ」性な らんか胃内食物は急速に十

二指腸に移行す可 しと若 し鹽酸含量0.18-0.2%以 上な らば胃内容は其含量0.2%以 下に下 るまで胃内に止る事は

Migai氏 の實驗せ る所た り,此の過剰鹽酸は膽汁竝膵液の逆流に依 り中和 さる事はArbeokoffs , Boldyreffs氏 等 の稱
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へ し所な り,故 に鹽酸含量は過剰分泌によるか或は「アルカリ」逆流の減少により上昇す此過剩鹽酸度が胃内容通

過な2-3倍 食物通過遲滯せ しむ,臨 牀的に潰瘍な有する胃は通常胃に比 し2-4倍 の遲滯あるな認 む, Simnitzkys

氏 は膽汁鬱滯が胃液酸度な上昇せ しむる事々證明す動 物實驗的に輸膽管結紮により過酸症な起 し得然 る故に幽門

竝十二指腸の反射機能障碍の結果 として過酸症な起 し其が持異なる小灣竝に十二指腸上縁の解剖的構造と相倚 り

て該部潰瘍發生の原因となる此の立脚點より潰瘍原因な見るな らば胃内に不斷酸度減少な起す可き條件なつ くる

根本的手術法例へば胃腸吻合術(幽 門遮斷な行ひしもの或は行はざりしもの)は 合理的な りと考へ得れども斯樣

な る手術 と雖 も尚ほClairmont氏52%, Moynihan氏50%, Garre氏37%の 再發あり且死亡率5-15%な り尚

ほ不熟練なる手により是れな行はば反つて死亡率な高むるのみな り此の結果に基 き膽嚢竝胃幽門前部間に吻合あ

らば「アルカリ」に反應する臓器液な多量に而も不斷に胃内に注ぎ得るな り,膽 汁の中性化作用はMigai氏 の實驗

的に證明せるところなり.

手術法は甚だ簡なり,原 則として出來得る限り廣き瘻孔な造る右側腹直筋斜切開Transrektalen rechtsseitigen

 Schnittな 加 ふれば膽嚢の下方膽嚢體部に近 く幽門部な見る兩者間の吻合はDoyen氏 の腸鉗子な用ふ縫合な強固

な らしめんが爲め縫合部に大網膜な置く,か くすれば殆 ご反應現象無 く泊癒す,術 後3-4日 にて現れ數日に して

去 る約38℃ の體温上昇竝に輕度の黄疸あるな特有な りとす此の方法により著者は15例 治療す, 5例 は古き胼胝

性潰瘍な りき,全 例結果甚だ良好なり,重 篤なりし自覺症状は全 く取れ食慾亢進體重増加な來たす,著 しきは術

後5箇 月にして100Kg1.な 増加す,術 後胃液檢査は多數例に於て膽汁供給増進せ る時遊離鹽酸度下降 し結合鹽酸

度上昇せるな認 む,食後11/4-1l/2stにして胃液鹽酸度最高に達すろ前膽汁供給の盛に起るな認む同時酸度は著 しく

下降す,斯 の如きは術前に於て決 して見ざりし所なり,術 後胃の5-8cm高 まるは注意すベき價値あり,そ は瘻

孔によう幽門部の手術的固定と關係あり術後の胃運動には何等變 化な認めず,著 者の觀察せる膽汁は膽汁の有せ

ろ中性化作用の他に尚ほ胃粘膜な保護 し胃潰瘍な治癒せ しむるの作用あるな認 む,此 の作用の大切な る點は遊離

鹽酸 との結合な りと思惟す,手 術前後に於ける遊離竝結合鹽酸度な比するに,術 後は遊離鹽酸減少し結合鹽酸増

多せるな認む,斯 の如き變化が膽汁供給と關係ある限 り著者は膽汁は遊離鹽酸の結合に役 立つ ものなりと認むる

ことな得.(酉 川外科,三 井抄)

○ 流 行 性 腦 炎 の 運 動 不 能 一緊 張 亢 進 證 候 群 の際 の 肝 臟 機 能 檢 査. Runge und Hagemann,

 Uber Leberfunktions prufungen beim akinetischhypertonischen Syndrom der Encephalitis epidemics. (Archiv f.

 Psychiatrie und Nerven Krankheiten. Bd.72, H. 1, 1924.)

Pseudosklerose及 びWilson氏 病 の腦竝に肝臟の變化の間に密接な因果關係が存在するや否や殊に肝臟機能障

碍がある爲めに線状體證候群な惹 き起すか,そ れともこの兩變 化は始めか ら獨立して起つて來るかどうかと云ふ

問題に就ては多くの實驗的研究があるが未だ十分なる解決な得てな らない,そ こで著者は臨牀的に この問題な明

にせん と欲 して詳細なる研究なしてゐる.著 者の見た例は流行性腦炎後に線状體證候群な惹き起 した20例 であ

つて,そ の内16例 は既に陳舊の もので4例 は發病後日な經る事未だ長か らざるものであつた.こ れ等の例に就

て著者はLovulose及 びgalaktose.な 與へた場合のUrobilin及 びUrobilinogen排 泄 の増加, widalの 肝臟機能試驗,

 100gのLovulose及 び30gのgalaktoseな 與へた場合の尿の糖試驗な行つた.尚8例 に就ては血清中のBilirubin

含有 量な測定 し,食 物な嚴格に規定した際の尿中の窒素,「 アムモニア」,「アミノ」酸な定量 して肝臓の蛋白,含

水炭素代謝な詳細に記述 してゐる.尚 ほ著者は其外に同樣なる檢査な他の外錐體道疾患な る兩側 「アテrー ゼ」1
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例, Pseudosklerose 2例,振 顫麻痺3例 に就て行つてゐる.著 者の拂つた努力は可成大きくはあつたがその得た所

の結果は一定せるものがな く,肝 臟が障碍せ られた爲めにToxinが 胸 中へ侵入す るのな可能な らしむるかごうか

といふ問題,何 故に幹腦のみが椿に犯 さるるのであるかといふ問題に就ては何等説明する事は出來ない.唯 著者

の得た結果の中で興味のあるのは,肝 臓機能試驗の諸法が全部陽性に出る事は少なくてその中の二三の檢査法が

陽性に現はれ他のものは陰性に終るといふ事實でわる.即 ち之によつて吾人は一つの檢査法丈が陰性に終つたか

らと云つて肝臟機能に障碍はないと云ふ事は出來ぬ事な知る.殊 にgalaktoseな 與へた場合の糖の増加はその判

斷に注意な要す るものである.し かし血清中のBilirubin含 有量の増加,尿 中「アミノ」酸及び「アムモニア」の排

泄増加は割合に確實に肝臟障碍な示 し得 るものである.之 な要するに流行性腦炎の場合に肝臟機能障碍な證明 し

得る場合は稀ではないが吾人は之な以てその後に起る外錐體道證候群の發現な説明 し得 る程の重要な意味な持つ

てなるとは考へ る事は出來ない.こ の事はakinetisch-hypertonische syndromの 強 さと肝臟機能障碍の強さとの間

に平行する所の待別の關係がない事によつて も推せ らるるものである.(精 神,大 熊抄)

○ 頸 椎 穿 刺(小 腦 延 髓 槽 穿 刺)に 就 て. Juluis Janossy, Ueber Punktion der Cisterna cerebello-

 medullaris.(Med. Klinik. Jg. 21, Nr.2, 1925.)

著者 は適當なる注意な以て行へば頸椎穿刺は腰椎穿刺よりも寧ろ容易であつて,又 一般に考へる程危險な もの

ではない,從 來の世界文獻を徴すると約2600囘 の頸椎穿刺中誤つて延髓な傷けたもの4例 が報告せ られて居る

が,著 者等は患者50人 に就き108囘 の穿刺な試み未だ1囘 も延髓損傷な起 した例はないと云つて居る.

穿刺方法は先づ患者な横たへ頭部な少 しく前屈せ しめたる後,後 頭結節と第二頸椎棘状突起 とな結ぶ距離の下

三分の一の部位に於て,之 と鼻根 上線 とな結ぶ線の方向に穿刺針な進むれば約4糎 に して後頭載域膜Membrana

 atlanto-occipitalisの抵抗な感ずる,此 膜な穿破すれば即ち小腦延髓槽に達するのである.穿 刺するに當り特に留

意すベき點は1)穿 刺部位は正確に正中線上に位すベき事, 2) 6糎 以上深 く穿刺せざろ事,3)膜 に達 して後0,5

糎 以上針な進めざる事, 4)穿 刺針には「マンドリン」な附せず單に注射器なつけて輕 く吸引 しつつ膜な破ること,

 5)針 の尖端は穿刺し得ろ範圍内に於 て鈍角なるべき事である.

著者は腦腫瘍患者2例 に本穿刺な試みたが何等障礙 はなかつた,又 腦膜炎の際には一般腰椎穿刺の場合よりも

白血球が少ない,脊 髓のHohediagnostikの 目的にJothionな 注入する方法は不快な副作用があるか ら餘り推稱す

ベきでない,更 らに5例 の患者に20%Caffein溶 液な同量の腸脊髓液な以て稀薄 し毎囘0 ,2-0,3gr宛 注入せ しに

心臟作用には殆 ど影響がなかつたが呼吸作用は著しく深 くな り恰 もKussmaul氏 呼 吸型の状態を呈した,又1例

の重症「モルヒネ」中毒患者にLobelinな 注入 した ところ人工呼吸や「アトロピン」注射等が毫 も奏效 しなかつたに

拘 らず本劑注射後呼吸は直ちに其深度な増 し, Sheyne-Stockes氏 呼吸及び「チアノーゼ」は消失 し且引續き此状態

は永 く保たれた,か かる際の注射は將に失はるベ き生命なとりとめたと云つてもよいのであつて,即 ち恐るべき

呼吸麻痺の際には頸椎穿刺に依る薬劑注入は正に試むベき一法たろな失はずと述ベて居 る.

此 方法は従來動物實驗の際屡應 用せ られて毫 も障礙のなかつたものであつて,人 體に就いては吾林教授の經驗

に聞 くも著者の言は大體に於 て正當であると思はれる,只 本穿刺は腰椎穿刺の場合と異なり針が完全に小腦延髓

槽内に達 して居て も吸引 しないと液が出ないか ら此點な念頭に置いてゐないと思はぬ失策なする.(精 神,武 野抄)
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○ 基 礎 關 節 反 射 時 間 の 測 定. Mayer, Bestimmungen der Reflexzeit des Grundgelenkreflex. (Ztscfir. f,

 d. gesamt. Neurol. u. Psych. Bpi. 92, Heft 3/4.)

上肢 の錐體道反射として認 めらろる著者の手指反射の反應時間な決定ぜん と試みたる論文である.著 者の反應

の最短時間は33σ で此の時被檢者に就いて興奮が求心性に通ずる神經傅導路の長さ々實測 して見 ると略160cm

な る値な得 る.若 し神經興奮傳導の速度な1秒60mと し,筋 肉内の潜伏時な2σ とし,中 樞神經系中の興奮轉向

時間な2-4σ と し,そ の上に又末梢の感覺器内の潜伏期々考へ るな らば先に述べたろ33σ なる値は非常に高き

に失 して居 る.之 恐 くは反射が脊髓内に於 て轉向 され る場合に甚だ多くの時間な費すに因るものであうら.

(精 神,伊 原抄)

○ エ ル ンス ト・ヘ ツ ケ ル の腦 髓. Maurer, Das Gehirn Ernst Haeckels. (Verl. Gustav Fischer. 1924.)

Haeckel先 生の腦なその遺囑によつて精査した報告である.著 者はHelmholz, Mommsen, Bunsen, Menzel等 の

偉人の腦髓 とHaeckel先 生の腦髓とな細か く比較 して次の如 く述ベてゐる. Haeckel先 生は體重60kgで,そ の

腦髓は1575gの 重 さな有 し,肉 眼的には第一烏距溝部,外 後頭廻轉及び上中前頭廻轉の肥大が見 られた.然 るに

前楔状廻轉及び胼胝體結合は寧ろ小さい.こ の點に於いてHaeckel先 生 の腦は今まで見 られた偉人の腦髓に比 し

て形態學的に稍劣つてゐるかの觀がある,嗅 覺及 び聽覺の中樞は正常に近い.上 顳〓廻轉,縁 上廻轉の一都及び

前陵正中廻轉の一部は由來音樂的才能の卓越 した人間に於いて發達な認 められてゐるが, Haeckel先 生の腦は此

の部分に於いて何等特殊の形態な呈 して居 らない. Haeckel先 生は全 く音樂な解 しない人であつて演奏會など生

涯中一囘 も行つた ことがないさうである.音 樂を聽 くと彼は徒 らに退屈な覺えるのみであつたといふ ことである

が,今 擧げたところの腦の所見は宛 も彼のこの性癖な説明するに足 りるや うに思はれろ.組 織學的にはただ86

歳 の老人に相當 するほどの生理的老年性退行變 化が見 られたばかりである.(精 神,柴 田抄)

○ 鬱 血 乳 頭 の 診 斷 的 意 義. Christiansen, Viggo, Die diagnostische Bedeutung der Stauungspapille.

 (Hospitalstidende Jg. 67, Nr. 41-43, 1924.)

著者は220例 の患者に就いて觀察 して鬱血乳頭の診斷的價値な説明 して次のやうに言つてゐる.鬱 血乳頭は必

ず しも腦壓亢進の原因な説明することは出來ない.だ か ら鬱血乳頭があつたか らと言つて必ず しも決定的の診斷

な下す ことは出來ない.又 それに必ず しも腦腫瘍と同側に著明であるとは限 らぬ..尚 ほ腦壓増進に於て起る鬱血

乳頭は必ず しも單獨の症状として出現するものではなく,常 に他の一般の壓迫症状即ち頭痛,嘔 吐,精 神障礙と

相伴つて起つて來るものである.若 し鬱血乳頭が單獨に來るやうな場合には,こ れは狭義の親神經炎といふベき

ものである.な ほ鬱血乳頭は腦腫瘍の際に起 る徴候の中では比較的晩期に普通に見 る症状である.此 の見地か ら

見て著者は鬱血乳頭の出現 と腫瘍の部位との間に如何なる關係があるかといふ ことに論及 してゐる.腦 のstumme

 zentrum即 ち前頭 1後 頭葉及び小腦の腫瘍は明らかなる障礙な來す ことな く割合に永 く生長 し得るものである

が,そ の際に於 ても一般に鬱血乳頭は件つてゐるものである.そ れに反 して例へば運動性の皮質領域に腫瘍があ

るやうな場合には患者は多くは鬱血乳頭の出現 しない うちに診療な受けに來 るものである。腫瘍が腦の内部にあ

ろか或は外部にあるかによつて別に鬱血乳頭の臨牀的所見に相違が認め られない.腦 橋内の腫瘍は極めて稀に鬱

血乳頭な呈するに止まるものである.以 上の見地か ら見て著者は鬱血乳頭の成因に對してSylvii氏 管 の壓迫が意

義な有するものであろといふ見解に傾いてゐる.鬱 血乳頭のある際に視力が減弱することが著者は視神經交又部
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に何等かの變 化 があつたや うな例に於いて主要なる徴候なな してなるのな見た.そ して,著 者はそれなbasale

 Gesichtsbahnenの 壓迫によるものと認めてゐる.續 發的の腦内水腫は第三腦室の薄い壁が外へ膨隆 してゐるため

に,又basale Gesichtsbahnenの 壓迫な起 し得 るものであると言つてゐる.斯 くして著者は乳頭には別に萎縮なく

して視力の減弱してゐるや うな場合な説明せんとしてゐろ.斯 る例々説明するには「トルコ」鞍部の「レントゲン」

檢査が或 る意義な持つてゐるものであろが,併 しそれは此の際必ず し,も容易に診斷に資するニとな得 るものでは

ない.(精 神,柴 田抄)

○網膜の色素性變性(色素性網膜炎)と蝸牛神經の退行とを件へる遣傳性小腦失調に就

て. Clauss, O., Uber hereditare cerebellare Ataxie in Verbindung mit Pigmentdegeneration der Retrica

 (Retinitis pigmentosa) und Degeneration des N, cochlearis.(Ztschr. f, d. gesamt, Neurol. u. Psychiatrie. Bd. 93,

 Heft 1-2.)

中 樞 神經 系 統 の遺 傳 性 退 行 性 疾 患 に は,二 つ の病 型 が區 別 せ らろ,一 つ はFriedreichsche Krankheitで,他 は

P. MarieのHeredoataxie eerebelleuseで あ る,然 るに 此 の 二 つ の病 型 の 間 に は時 に 多 くの移 行 型 な見 出 し得 るの

み な らず他 の 多 くの 發育 異 常 と も看 做 し得 ベ き幾 多 の症 状 例 へ ば親 神 經萎 縮,眼 球 震 藍 症,言 語 障碍,嚥 下麻 痺,

癲 癇,白 痴 等 な伴 ぶ ことが 屡 々あ ろ,此 處 に著 者 が述 べ て 居 る1例 はFriedreichsche Krankheitに 定型 的 な 網 膜

の 色素 變 性及 び聽 神 經 の變 性な 有 した例 で あ つ て著 者 の 謂 ふ處 に 依 れ ば斯 の 如 き疾 患 は全 文 獻 中 未 だ8例 しか 見

當 らな い と云 ふ ことで あ る.

患 者 は42歳 の 女 で患 者 の 同胞 は何 れ も早 く歿 して しまつ た爲 め本 病 との 關 係 は 明 か で な い け れ ど も患者 の 父

系 の祖 母 は 患者 と同 懐 な疾 患 に罹 つて 居 た ら しい と云 ふ こと で あ る,患 者 は幼 年 時 か ら重 聽 が あ り, 30歳 の 頃 か

ら視 力漸 次 減 退 し此 の2年 以來 は殆 ど讀 む こと も出 來 ず 人 な識 別 す る こと も出 來 な い様 に なつ た,其 の 頃 か らし

て歩 行 が不 確 實 とな り現 在 に於 て は 他人 の助 け な く して は最 早一 歩 も歩 く ことが 出 來 な い程 で あ る,若 し患 者 に

歩 行 々 腸 ひ る と酩 酊 者 の如 き蹣 跚 た る定 型 的 の 小腦 失 調 な 示 す,精 神作 用 に も亦 多 少 の缺 陷 な認 め る眼 底 に は立

派 な色 素 性 綱 膜 炎 が あ り,囁 聲 は聽 く こと が出 來 うけ れ ど も聲通 の 言 語 で は聽 力 右2-21/2m左3m, Rinneは 兩

側 十;骨 傳導 兩 側短 縮;下 界 兩 側C1;上 界G0;温 眼球 震蘯 陽 性;即 ち患 者 は内 耳性 重 聽 か有 し前 庭 神 經 は 健 康

で あ る が蝸 牛神 經 に變 性の あ る こと な認 め る,言 語 は 緩 慢 で短 調 で あ る,血 液 の フ氏反 應 は陰 性(情 神,難 波 抄)

○ 前 房 に於 け る蛋 白 含 量 に就 いて(縮 瞳 及 散 瞳 藥 の 影 響). Francis H. Adler and E. M. Landis,

 Studies on the psotein content of agueaus humor. The Effects of miotics and Mydriatics. (Archives of ophtha

lmology. Vol. LIV, No. 3.)

正常 眼に於て前房穿刺後に生ず る第二前房水は第一前房水に比 して多量の蛋白な含有す.又 「エセリン」點眼後

には前房蛋白量の増加な見 るものな り.之 に關 してWesselyに 氏 の實驗及びRosenow氏 の研究な基礎として次の

如 く結論せ り.こ の際の蛋白量増加は血管の擴張に依ろものなり.若 し「ア ドレナリン」又は感傳電氣に依り交感

神經な刺戟 し血管な收縮せ しめお くときは第二前房水の蛋白量は大凡そ正常の値にとどまる.又 「エゼリン」點眼

の時は結膜血管の收縮,虹 彩及び毛樣體の血管槻張に依 りて前房水の蛋白量は増加すと. Kroghは 毛細管が擴張

したる時は常に其透過性が増加すと云ふ.散 にWesselyの 説 はKroghの 説 に適合するものな り.然 るにSeidel

氏は前房穿刺後の蛋 白量増加に就きてはWesselyと 同様に充血に原因な求めたれ ども「エゼリン」點眼後の増加は
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一般分泌細胞な刺戟す る性質のあるEserinが 毛樣體 上皮な刺戟するに依る分泌の促進の結果であると説明せ り.

氏 は又其説の證明としてPilocarpin點 眼 後血管には變化無きも微量に蛋白の増加な見, Atropin點 眼後血管は擴張

しなれ ども蛋 白は増加せざる亭實な擧げてなる.ニ のSeidelの 説 な承認する爲めには毛樣體の分泌作用な證明せ

ざるベか らず.而 して ニの事たろや練内障の原因及び療法な研究すろに必要缺 くベか らざるものなり.故 に吾人

はニニにSeidelの 仕事な反覆 し而 して此問題な解決すべき他の實驗な案出せん とすろなり.通 常前房は略0.025

%の 蛋 白な含有する. Eserin或 はPilocarpinの 影響の下に於ける蛋白の増加に就ての説明として可能性あろは次

の如 し.

I. Eserinは 眼内血管な擴張せ しめてせれによりて血管な して蛋白分子に對 しての透過力な増加せしむ.

II.縮 瞳藥の爲の虹彩の強度の緊張は虹彩血管の強き伸展な來 し其結果透過性な増加せ しむるに至る.

III.縮 瞳藥は血管の透過性には何等影響た及ぼさず唯毛樣體な興奮せ しめ其分泌な高むろものに して吾人は唯

蛋白の増加によりて之な知る.

實驗方法. Seidelは 蛋白量の測定にAbbeのRefractometerな 使 用せ り.然 れ ども吾人の迫試によれば ニの

方法は前房水の如き微量の蛋白測定には 不適當なり. Pulitzer-ZeissのRefractometerに て も尚ほ不十分な り.又

Wesselyの 行 へろ 「エスバッハ」試藥な用ひ細小試驗管内に種々の蛋白量な有す る標準な作り置き被檢液の蛋白沈

澱な之 と比較するの法も沈澱物の不定及び其の管壁に附着すろ時及び熱作用の影響等の爲に適當なろ方法とは思

はれず.依 つて我々はD. Wright Wilson博 士の暗示によりてDennis及 びAyerの 述ベたろ腦脊髓液に於ける蛋

白の決定に對 するNephelometer法 な採用せ り多少改良な加へて此の法な使用 して實驗的誤差なば殆 ど2%に 迄

減ぜ しめた り.

Nephelometer法.微 細 な白金針なLuerの 注射筒に附 して虹彩な損傷せざる様注意 して左右眼 より同一量の

前房水な採取せり.標 準蛋白溶液は人血清 より作成せり.そ の含有窒素量はKjeldahl法 により決定す.ニ の濃厚

な標準液にThymolな 加 へて永室に保存す.ニ の原液 より2週 毎に0.02%の 蛋 白を含む樣な稀薄標準液な作成

す. Nephelometerの 二管の各々に1.0ccの 蒸餾水な入れ其一つに0.4ccの 稀薄標準液を加へ他管に0.4ccの 前房

水な入れ ろ.而 して1ccの5%「 ズルフオサリチール」酸液な各管に加へ る.以 上の混合なごく靜かに振りて正確

に5秒 間放置する,而 して5ccの 蒸餾水な各管に加へ而 して各管の内容な別 々の 「がラスピーカー」にあけ,又

混合せ しめん爲に靜かに廻轉せ しめてNephelometerの 管 中に再び注入する其管はBausch及 びLombのNephe

lometer中 にて測讀さる.標 準液及び未知液は正確 に水銀な以て測定 したる0.4ccの 細 小なる「ガラスピペット」

中にて測定さる.「 ビべクト」はNephelometer管 中の蒸鋼水にあけて充分に3囘 洗滌す る.各 管は1囘 の使用に

て放棄する.硝 子器は凡て水道,蒸 餾水,「 アルコホル」及び「エーテル」にて都合3囘 又は順次に各3囘 洗滌する.

 Nephelometer及 び光は常に一定の位置に固定す.且 必ず5囘 の測定な して其平均値な取れ り.

(1)「 エ ゼリン」(1%)2滴 な一眼に半時間の間隔なおきて點眼し半時間後に兩眼 より前房水なとりNephelo

meterに て測定すろに約44%の 蛋 白増加な認めた り.

(II)同 時 にAtropinに 就 きて檢するに或は増加 し或は減少し且 其増減極めて微量にして平均1.8%の 増加な

見た るに過ぎず,故 にAtropinに ては明かなろ影響な し.

(III)SeidelはAtropinな 點 眼して後にEserinな 用ふる時はEserinに よる蛋 白増加は著明な らず と云ふ.余

等は2%硫 酸 「アトロピン」2滴 な30分 の間隔なおきて點眼 したる後に1%Eserinな2囘 點眼 して前房水な檢査

せ しに蛋白はむしろ多少の減量(-16,3%)な 認 めた り.依 つてAtropinはEserinの 蛋 白増量作用な制すろこと
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確實な り.

が くして或程度迄我々は次の如くSeidelの 發 見な確め得たり.

1. Eserinは 前房水蛋白量の増加々生ず.

2. Atropinは 或 る時は蛋白量な變化せ しめて上 らしむろが,更 に しば しば生理的よりも低下せ しむ.

(IV)吾 々に又生理的左右眼の前房水蛋 白量な比較せ しに左右眼の差は僅か3.8%に 過 ぎざりき.

(V) 2% Pilocarpin 2囘 點 眼後の前房水は時に僅かに増加し時に僅かに減少す,平 均-2.4%の 差あり.故 に

Pilocarpinは 前房の蛋白量な増加せ しむるものに非ず.(Seidelは 増加すど云ふ),

Seidelの 主張即ちEserinは 毛樣體上皮な刺戟 して分泌な高む るが故に前房蛋白量の増加な見るどいふ説な正

しとすれば,今 若 し毛樣神經節な切除すろニとによりて毛樣 上皮な主宰する動眼神經繊維な破壞すろ時はEsern

の蛋白増加作用は稍失する筈な り.反 對にEserinに よ る蛋白増加が如上の分泌作用に非ず して血管の擴張にあ

り(Wesselyの 説)ど すれば,毛 樣神經節摘出後 もEserinの 蛋 白増加作用に消失せざる筈なり.余 等はH. K. 

Andersonの 法 によりて猫の一側の神經節な除去 し且手術による蛋白増加が消失 し神經末梢 まで變性す るなまつ

爲めに手術後1箇 月な經て實驗な行ひたり.神 經節な摘山せる眼に於ては對照眼に比 して平均-28%の 蛋 白減

少な見たり.此 の現象に余等の説明に苦しむ處なり.次 に神經節切除眼にEserin々 作用 して之なEserin々 作用

せ しめざる對照眼(神 經節な切除せざるもの)ど 比較するに前者に於て平均11.4%の 増 加な見たり.然 るに神經

節切除眼は既に(Eserinな 作 用せ しめざる時)正 常眼に比 し28%の 蛋白減少あるた以て要するに神經節切除眼に

てEserinの 爲 に蛋白の増量する割合は39.6%ど 云ふ事が山來ろ.吾 人は先に正常の眼に於てEseriu點 眼により

44%の 蛋白増量な見るニとな實驗せ り,故 に此の神經節摘出眼の實驗と併せ考ふる時はEserinに よりて蛋白の

増加する割合は毛樣神經節切除によりて影響な蒙 らない ことがりかる.

結論. Eserln點 眼 に蛋白の増加な來 しAtropin點 眼後にEserinな 點眼するどきは この作用な し.又毛樣神節

筋切除によると前房蛋白質多少減少 し神經節切除眼にEserinな 點 眼すれば矢張 り蛋白の増加な見る.

以上の所見 より見るにAtrvpinが 動眼神經末梢な麻痺せ しむる作用とEserinの 蛋 白増加作用な阻止する作用

どは同一のものではな春が如 し.又 神經節細胞切除によりEserinの 蛋 白増加作用の消失せざることはEserinの

作用が毛樣體上皮の分泌の作用な促進するのでない樣に思はる.但 し是等の關係は更に研究な要する問題な り.

(眼 科,鈴 木抄)

○ 球 菌 及 び 其 毒 素 に對 す る濕 疹 患 者 の 皮 膚 反 應 につ き て. Peter, Die Reaktion der Haut von

 Ekzemakranken gegen Kokken and deren Toxine.(Dermat. Wochenschr. Bd. 80, Nr. 19, 1925.)

著者は,球 菌及びその産物たる毒素に對する,濕 疹患者の皮膚反感によりて,該 患者皮膚に過敏反應の存する

や否やか決せんとす.抑 も濕疹の細菌性疾患説は, 1890年 にUnna氏 に よりて唱へ られ,爾 來數氏の追試ありし,

も,屡 々論駁せ られ しものな り.濕 疹患者の皮膚に,菌 によりて何等かの影響を蒙むるに,確 な ることにして,

又 その菌の産物たろ毒素によりても,影 響 さるろは何人 も首肯 し得る處な り.著 者は,濕 疹患者の健康部皮膚に

於て,菌 及びその毒素によりて,過 敏現象な生ずるかな見んと欲 し,新 鮮なる濕疹水庖 より培養せる葡萄状球菌

の純粹培養(多 くは白色葡萄状球菌)の3日 間經過せ るものを,生 理的食鹽水中に浮游せしめて使用せ り.「ガー

ゼ」な菌浮游液に濕 して,胸 或に背部の皮膚に當て, 15-24時 間の後に觀察せり.勿 論凡ての試驗は,對 照とし,

て水或は無菌肉汁な用ゐたリ.尚 ほ濕疹患者のみな らず,毛 嚢炎,〓 腫或は健康者にも本試驗を行ヘ リ,試 驗は
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四種行ふ.(第1試 驗),慢 性濕疹竝に〓腫の患者は,そ れぞれ より採取せる葡萄状球菌の浮游液に より,自 株,

異株,共 に,毛 嚢炎な生ぜり.(第2試 驗), 3日 な經過ぜろ肉汁培養な使用し,一 部は重湯煎中に70ﾟに 加熱 し

て,無 毒性 となせろもの,他 の一部は毒性あろものな應用す.自 株毒性のものにて,濕 疹患者にてに小水庖,小

結節な形成 し,無 毒性のもの及び異株菌にては,反 應な し.〓 腫其他の疾患は,何 れのものに も反應せず.(第3

試驗),前 と同一の濕疹患者の治癒せろ時第2試 驗な繰返 したうに,刺 戟症状ありしも,反 應甚だ輕微な りき.

他 の濕疹患者にてに,自 家菌殊には反應強く,他 の濕疹患者の菌殊にては,輕 微の反應な呈せ り.人 工皮膚炎の

患者は,白 家菌株には反應なく,〓 腫患者の菌殊には,毛 嚢炎な以て反應せり.頭 部毛嚢炎の患者に,何 れの菌

株にも反應な呈せず.(第4試 驗),毒 素の作用な見んがために,肉 汁培養の濾過せうものな使用す.濕 疹患者に

ては反應大にして,特 に自隊にて著明なり.人 工皮膚炎の患者に,何 等の反應なし.以 上の事な概括すれば,葡

萄状球菌が作用すろ時(第1試 驗),濕 疹及 び〓腫患者には反慮著明な り.特 に前者に甚 し.俵 て濕疹患者の皮膚

には,過 敏反應あろな肯定 し得 らろ.第2試 驗に依 り,濕 疹患者の反應大なりしが,是 に人工皮膚炎の症状なり

き.第3試 驗にても,濕 疹は皮膚炎な以て反應 し,且 自家菌株の毒素に過敏なりき.他 の濕疹 よりの菌株にも,

輕微なろ反應ありしに,其 疾患の同種なるが故な り,尚 ほ反應は,急 性の濕疹に於 て著明なり.第3試 驗に細菌

及び其毒素(後 者の作用大な り)に 依うものなうが,第4試 驗は純粹に毒素作用にして,之 に依りても,反 應著

明な り.之 な以て濕疹の反應には,毒 素作用な最 も重大視すべ きものと信ず. 70ﾟに 加熱せ ろ時に毒素 も障害さ

うろ故,反 應な呈せざうものとす.要 すうに,濕 疹水疱内容な,肉 汁に培養ぜ ろ菌培養な以て試み うときに.そ

の異株たうと,自 株た うとな問はず,急 性皮膚炎な生ず.そ の際有力なろ物質は,菌 より作成せ らうろ毒素な り

濕疹に際 して起ろ菌の毒素が,恐 らくはその際生ずろ他の毒物 と共同に作用 して,濕 疹患者の「アレルギー」な生

じ,こ の「アレルギー」は濕疹患者の皮膚な して,其 毒素に過敏な らしむうものな り.(皮 泌,大 道抄)

○ 神 經 黴 毒 治 療 に於 け ろ脊 髓 液 排 出 に就 て. Charles E. Allen, Spinal drainage in treatmeut o

neuro-syphilis. (Urol. & Cut. Rev. Vol. 21, No. 5, 1925.)

著 者は 「サルワルサン」の靜脉内注射に次で脊髓液排出な行ふ事によりて多 くの症例な治療せり.即 ちSwift

 Ellis氏 法 の長所 とDercum氏 の それ とな結合せ しめたろ樣式なり.そ の方法たろや處置前3時 間食事な禁じ「メ

ルフアルスフェナマイン」0.6g,な 新鮮なろ蒸餾水30ccに 溶解 し靜脉内に注射す, 1時 間後腰椎穿刺な行ひ最初の

脊髓液の壓な記録 し水銀壓力計の0の 處に近づく迄液な引き出すなり.換 言すれば其の脊髓液の量に壓力に依り

て變化す ろな り.患 者に少 くとも4時 間平臥な要し此際には軟食な與ふ.治 療は1週 間の間隔な以て12囘 の注射

な終 りとす.之 に次いで2週1囘 宛12囘 の「サリチール」酸水銀の筋肉内注射乃至 「メルクロサル」の靜脉内注射

な施す.強 壯刺は水銀劑の後に處方 し1箇 月後に至り血液及び脊髓液の檢査な行ふ.而 して最も速かに刺戟症状

の輕快な見うも血清反應に影響さうろ事遅 し.併 し後期即ち神經系統の退行變性起れろ者には奏效 しかく早か ら

ざろも,之 な停止せ しめ或に時に輕快せ しむろ事め り.且 腦の變化あるは脊髓のそれ よりも恢復遲 し.

著者の施せろ力法にてに他の法 ょりも脊髄液の恢復最も良好 なりき.且 副作用 も見ず,脊 髓腔の減壓に俵り腦

及び脊髓の周圍の循環良好となり隨つて砒素の循環 もよくな るものと考へ らろ. Swift-Ellis氏法 よりも時間な費

す事少 く操作 も簡單に して安全な り.此 法に依 り血液反應 も陰性となれろ者割合に多 く見 られたり.「 サルフル

サン」としてに 「ズルフアルスフェナマイン」最 も良好にして 「アルスフェナマイン」は期待せ し效果な見ろ能は

ざりき.(皮 泌,藤 原抄)
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